
１１ 広 報 

 
  
（１）はじめに 
 

今後の三番瀬の保全・再生に向けた取組みには、多くの県民の参加・協力

が必要です。これからも三番瀬の自然や円卓会議の取組みなどをより多くの

人に知ってもらうために、広報体制の充実をはかります。 
そのために、既存の広報体制の活用に加え、一般市民はもちろん、ＮＰＯ・

ＮＧＯ、その他、各種市民団体の参加と協力を得た新たな手段を積極的に取

入れ、誰もが三番瀬に関する情報を身近に得られるよう、これまでの三番瀬

に関する情報をまとめていきます。 
また、観察会やイベントの開催など、子どもから大人までが楽しんで参加

できるような機会を設けることで多くの人に三番瀬にふれあい、関心を持つ

きっかけを持ってもらうことや、マンガやイラストなどを用いて、誰にでも

わかりやすく三番瀬を知ってもらえるような工夫をしていきます。 
さらに、三番瀬に限らず、東京湾全体の環境改善に向けたネットワークづ

くりを進めるため、湾岸の住民にも広く情報を提供し連携を進めていきます。 
 
 
（２）現状 
 

円卓会議では、これまでにも三番瀬の自然や円卓会議の取組みを広く県民

にお知らせするために、さまざまな広報に取組んできました。 
円卓会議の開催状況などを広くお知らせするために、行政の広報誌を活用

するなど、既存のメディアを用いることに加え、インターネットの活用（「千

葉県三番瀬ホームページ」の設置）や、広報拠点の設置（「三番瀬コーナー」

「千葉県三番瀬サテライトオフィス」）など、新たな広報手段の開発を進め

ました。 
これらの運営にあたっては、市民が主体となり身近なものにするために、

市民やＮＰＯ・ＮＧＯからの情報を取入れたり（「千葉県三番瀬ホームペー

ジ」でのイベントのお知らせ）、拠点施設の市民による運営（「千葉県三番瀬

サテライトオフィス」の設置）に取組みました。 
また、より多くの人に三番瀬に対する関心や理解を深めてもらえるよう、

説明会や勉強会、シンポジウム等を開催してきました。市民やＮＰＯ・ＮＧ
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Ｏが主体となったイベント（「三番瀬フェスタ」）も開催され、延べ 1,000 名

が参加するなど、大きな成果をあげました。 
 

一方、ＮＰＯ・ＮＧＯや地元市、各教育機関などでも、観察会の開催や学

校の授業における学習などで、三番瀬に対する関心を高める取組みが行われ

てきています。今後は、これらの多様な主体とも連携しながら、より多くの

市民が三番瀬への関心と理解を高めることができるような取組みを進めて

いくことが重要です。 
また、これまで三番瀬に関心のなかった人にも呼びかけていくことができ

るよう、新聞やテレビなど、より多くの人が目にするマスメディアに取上げ

てもらうことや、地域のメディアを活用するなどの方法も検討していくこと

が必要です。 
 

 これまでの主な取組み 
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2003 年 2 月 
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9 月 
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「千葉県三番瀬ホームページ」開設 
千葉県文書館に「三番瀬コーナー」設置 
「三番瀬視察会」開催（参加者 100 名） 
「三番瀬勉強会」開催（参加者 80 名） 
「三番瀬海域視察会」開催（参加者 30 名） 
「住民参加を考えるシンポジウム」開催（参加者 106 名） 
「独立行政法人港湾空港技術研究所」施設見学会（参加者 25 名） 
「千葉県三番瀬サテライトオフィス」設置 
「生活排水に係る学習会」開催（参加者 13 名） 
「中間とりまとめ説明会」開催（参加者延べ 157 名） 
「盤洲干潟視察会」（第２回再生イメージ WG）開催（参加者 30 名） 
「行徳湿地視察会」（第４回行徳湿地検討 WG）開催（参加者 19 名） 
「コアジサシ見学会」開催（参加者 70 名） 
「三番瀬フェスタ」開催（延べ来場者約 1,000 名） 
「ノリ養殖見学会」開催（第 9 回再生イメージ WG）（参加者 12 名） 
「再生計画素案説明会」開催（参加者延べ 58 名） 

 
 
（３）目標 
 
   今、なぜ三番瀬の保全・再生なのか。これまでどのような検討が行われて

きたのか。そして今後三番瀬はどのような計画で保全・再生が行われるのか。

その中で行政や県民は何をしていかなければならないのか。 
   三番瀬の再生のためには、より多くの人たちに三番瀬のことを知ってもら
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い、目標を共有しながら地域の人たちに継続的に関わってもらう必要があり

ます。 
このため、次のような目標のもと、幅広く継続的に広報し、再生計画を進

める大きな力にしていきます。 
 ① 市民参加を進め、調査や地域の学習に活かしてもらえるようにします。 

② 情報収集と情報公開を進め、わかりやすい情報提供を行います。 
③ 教育機関を活用した勉強会や観察会を開催します。 
④ 関心が得られるようなインパクトのある広報を行います。 

 
 
（４）アクションプラン 
 

 今後は目標に向けて、さまざまな取組みを市民に分かりやすくするために

視覚化や情報の交流、生活との関わりなどを重視して継続的な広報活動を進

め、「三番瀬再生計画」については、地域の人たちに知ってもらえるように

速やかに地元説明会を開催します。 
 

多くの人たちに三番瀬を知ってもらうために役割を果たしてきたマスメ

ディアや行政の広報では、今後も再生への取組みやニュースを取上げてもら

うために、既存の広報体制の連携にも取組みます。また、拠点施設を継続し

て活用しながら新たな広報手段についても開発を進めていきます。 
三番瀬の再生には多くの人の継続的な協力を将来へ引き継ぐことが重要

です。そのために、今後も各主体間や地域間の連携を深め、子どもたちに理

解してもらえるビデオの制作やインターネットを利用した有効な情報提供

に取組みます。国内・海外から三番瀬を訪れる人たちにも、三番瀬の自然の

すばらしさや三番瀬産のノリや魚介類のことなど多くを伝えます。 
さまざまな人たちの協力によって成果をあげた「三番瀬フェスタ」の取組

みを活かし、今後も楽しい祭りや学習の機会としてシンポジウムなど、再生

への取組みの輪を広める催しを続けていきます。 
また、現地観察会や学習会としての施設視察会開催の情報を提供するため

の機会を作ります。あわせて市民やＮＰＯ・ＮＧＯの取組みの支援も行って

いきます。 

【再生計画の周知】 
・再生計画の説明会の開催 
・再生計画の普及版の作成・配布 
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【既存の広報媒体の活用】  
・行政の広報誌への情報掲載 
・三番瀬での取組みがマスメディアに取上げられるような体制の整備 

   ・新聞への意見広告 
【インターネットの活用】 

・円卓会議の議論や三番瀬再生について、幅広く意見交換ができる 
ホームページの設置  

・市民による三番瀬の日常のようすを報告できるホームページの設置 
・英語版ホームページの設置 
・イベント情報掲示板の設置 
・保全・再生の取組み状況の発信 

【情報の集約と提供】 
・三番瀬パンフレットの各市・公共施設・学校等への配布 
・県の「自然環境調査データベース」の公開・提供 
・会議やシンポジウムなどで使用した資料の集積と保存 

【拠点施設の設置と活用】 
   ・ＮＰＯ・ＮＧＯの運営による三番瀬に関わる交流の場としての「三

番瀬サテライトオフィス」の継続 
・市役所ロビーや駅など、人目につく場所への「三番瀬情報コーナー」

の設置 
・三番瀬への案内標識や解説板、ラムサール条約登録地になった場合

の標識の設置 
 【教材の作成・提供】 
   ・映像資料の作成 

（例：三番瀬の「歴史と現在・未来」、「生き物・生態系」など 
をテーマとする） 

・公民館・学校・自治会などへの教材の配布・貸し出し 
【イベントの開催】 
  ・パネルディスカッション・シンポジウム・学会・セミナー・学習会

の開催 
・写真などのコンテストの開催 

  ・市民参加の表彰の実施 
・ふなばし三番瀬海浜公園など屋外での祭り（「よみがえれ三番瀬フェ

スタ」の開催） 
・観察会など自然体験ができる催しの開催 
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【市民、ＮＰＯ・ＮＧＯ、行政の連携】 
・三番瀬に関わるさまざまな人たちと行政のパートナーシップによる

広報活動の実施 
・ＮＰＯ・ＮＧＯなどの自主的な事業提案への行政による支援 
・幅広い意見や提案の随時受付 
・これまで三番瀬に関心のない人たちにも協力していただけるような

アイデアづくり 
 （例：ポイント制度・イベントの協働開催・ノリや魚介類の原産地

表示など） 
・日常生活との関わりが深く、多くの人たちの協力が必要なことの周

知 
（例：青潮と生活排水との関係、海岸の漂着ゴミなど） 

・ＮＰＯ・ＮＧＯ実施調査のモデルづくり 
・現場の調査員や作業員などへの研修の実施 
・教育機関との情報交換・プログラム作成の支援・共同企画の推進 

【地域間の連携】 
・他県を含めた流域や東京湾岸の地域との密接な協力関係の構築 
・干潟・湿地を有する他地域との情報交換 
・渡り鳥に関する国際的ネットワークへの参加 

（例：オーストラリア・東南アジア・ロシアなど） 
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図 2-11-1 

図 2-1

図 2-11-5 
これまでの主な取組みの様子 
 
文書館三番瀬コーナー設置（2002 年 2 月） 図 2-11-2 三番瀬視察会（2002 年 5 月） 

 
図 2-11-4 三番瀬海域視察会（2002 年 9 月） 

 
1-3 三番瀬勉強会開催（2002 年 7 月） 
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住民参加シンポジウム開催（2002 年 11 月） 

 

 
図 2-11-6 施設見学会（2002 年 11 月） 

独立行政法人港湾空港技術研究所 

 



 
図 2-11-7 三番瀬サテライトオフィス設置（2002 年 11 月） 

 
図 2-11-8 生活排水に係る学習会（2003 年 2 月） 

 

図 2-11-10 盤洲干潟視察会（2003 年 5 月） 

 

図 2-11-9 中間とりまとめ説明会（2003 年 2 月） 

図 2-11-11 コアジサシ見学会（2003 年 7 月） 図 2-11-12 三番瀬フェスタ（2003 年 8 月） 
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